
 

 

 

 

 

 

 

生徒４１名（高等部１･２･３年生）の実習先と、主な実習内容は以下のとおりです。 

実習先 内容 実習先 内容 

○生活介護事業所 

マーブル（矢吹町） 

甲子の里希望の家（西郷村） 

ここあ（白河市） 

あるく（白河市） 

泉崎村障がい者支援センター

（泉崎村） 

 

軽作業、余暇活動 

軽作業、余暇活動 

軽作業、余暇活動 

軽作業、余暇活動 

軽作業、余暇活動 

○就労継続支援Ｂ型事業所 

地域生活サポートセンター 

エル白河（白河市） 

地域生活サポートセンター 

フラット白河（白河市） 

甲子の里希望の家（西郷村） 

ワーキングやぶき（矢吹町） 

なごみの家共同作業所（白河市） 

こころん（泉崎村） 

こころや（泉崎村） 

食工房ひもろぎ（白河市） 

わーくる矢吹（矢吹町） 

結工房（白河市） 

（順不同） 

 

企業委託作業、パン製造 

 

企業委託作業、パン販売 

 

下請作業 

企業委託作業 

下請作業 

企業委託作業、調理 

調理、清掃 

内職作業、手工芸 

 

 

○企業 

みやま荘（白河市） 

オリンパスサポートメイト 

（西郷村） 

大協製作所（矢吹町） 

シンエツエスアイセミコン 

（西郷村） 

リオンドール田島バイパス店 

（南会津町） 

白河ディスタ（西郷村） 

ツルハドラッグ白河西店 

          （白河市） 

吉野家ファーム福島（白河市） 

東京第一ホテル（白河市） 

 

リネン業務 

清掃 

 

自動車部品加工 

事務作業 

 

調理 

  

物流 

品出し 

 

農作業 

清掃 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現場実習報告会 
 

実習中にがんばったことや、 

学校生活で取り組むべき課題に 

ついて、パワーポイント等にま 

とめて発表を行いました。先輩 

や友達の発表を聞き、実習先や 

作業内容について理解を深めることができました。 

 

実習の感想（一部） 

★初めての実習で緊張しましたが、自分から相談にいくことができまし

た。集中力や体力のなさが課題だと思うので、これからは朝の運動で

自分のペースで止まらずに走ることを目標にしたいです。（１年・男） 

★書類のＰＤＦ化作業では、作業内容の説明を一度で理解することがで

きました。もう少し自信をつけて色々なことに挑戦し、次は２週間の

実習に取り組んでみたいです。（２年・女） 

★点つなぎやリズム体操、シール貼りの作業を、職員の方々や利用者の

皆さんと楽しく行うことができました。慣れない場所や大人しかいな

い場所でも、自分のペースで活動することができました。（３年・男） 
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実施日 対象 行事名 

１月２３日(月)～１月２７日(金) 中学部 校内実習 

１月２３日(月)～１月２４日(火) 中学部 進路先学習会（後期） 

２月１３日(月)～２月１７日(金) 中学部２年 進路相談会 ※個別懇談時に実施 

２月１３日(月)～２月１７日(金) 高等部１年 進路相談週間 

＊＊＊＊＊＊ 進路に関する行事 ＊＊＊＊＊＊ 

【県南地域障がい者就労推進シンポジウム】 
期日：１１月１１日（金） 

場所：本校体育館 

 

【小学部６年生「中学部学習体験」】 
                  期日：12/5(月)～12/9(金) 

                  場所：本校中学部校舎 

 

 
小学部６年生の７名を対象に中学部学習体験を実施しました。

事前学習では中学部主事の先生から、時間割が変わることや中学

部から始まる作業学習の内容についてお話を聞きました。その

後、中学部の作業学習（紙工班・工芸班）の様子を見学し、当日

の学習体験に臨みました。中学部の友達と一緒に授業に参加した

り、初めての作業学習を経験したりして児童たちは中学部の生活

の雰囲気を感じ取っているようでした。今回の経験を生かして中

学部生活の良いスタートを切れるといいですね。 

 

 

①中学生になる

ことを意識する。 

②中学部への移

行をスムーズに

する。 

 福島県内の特別支援学校高等部卒業生の企業への就職率は、全国と比べても低く、その対策が求められ

ています。本校においては生徒たちの実態や希望に応じた進路指導を展開していますが、障がいのある人

たちの就労に対する関心の拡大が大きな課題となっています。また、卒業生たちが企業就労に取り組むに

あたっては、企業の理解はもちろんのこと就労に関わる支援や生活に関わる支援を担っている関係機関の

協力が不可欠です。そして、Ａ型・Ｂ型の就労継続支援事業所や就労移行支援事業所との連携があってこ

そ企業就労を安心して進めていけるとも言えます。今回は、福島県中小企業家同友会障がい者委員会に仲

介いただき、福島県中小企業家同友会白河支部の会員企業の皆様に参加を募り、標記シンポジウムを開催

しました。お互いの取組を知り、障がい者就労に関する関心を深めるネットワークを形成することで、一

歩一歩前進できる地域作りにつながればと考えます。 


